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昭
和
三
十
七
年
度
予
算
案
ぞ
は
じ
め
三

O
議
案
の
提
出
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に

当
り
、
施
策
の
概
略
と
事
業
内
容
吃
に
予
算
の
級
幹
を
申
述
べ
て
御
協
力
を
仰
ぐ

次
第
で
あ
り
ま
す
。

①

才

人

面

と

町

民

負

担

の

軽

威

O
O円
、
失
業
対
策
事
業
揃
型
一一
、七
八
六、
0

j

O
O円
耕
地
災
害
補
助

て
六
五
一
五
O
O円

先
づ
年
度
内
才
入
を
一
九

O
、
二
回

O
、
0
0
0

等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

円
と
計
上
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
此
は
三
十
県
支
出
金
は
保
育
所
持
託
費
五
九
八
、
八
O
O

六
年
度
に
比
較
し
て
四
て
八
三
ニ
、
五
O
O円
円

を

も

合
め
て

三
六
三
六
、八
O
O
円
と
な
っ

婚
と
相
成
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
町
税
面
で
て
い
ま
す
。

も
町
民
税
の
軽
減
を
は
か
り
、
前
年
度
個
人
均
尚
、
県
補
助
金
て
八
三
六
、七
O
O円
、
町
償

等
割
を
一一一

O
O円
と
し
た
の
に
今
M
は
ニ
O
O

一
一
、
五
O
O、
0
0
0円
を
計
上
し
て
の
も
の

円
と
し
て
、
一

O
O円
宛
を
減
ら
し
た
の
で
あ

で
あ
り
ま
す
・

り

ま

す

。

以

上

申

上

げ

ま

し

た

才

入

の

中

で

三

十

七

年

度

更
に
個
人
所
得
割
の
面
で
も
扶
養
径
除
を
二

O

事
楽
並
に
才
出
予
算
の
枠
付
を
し
た
の
で
あ
り

O
円
を
凶

O
O
円
の
倍
額
を
、
専
従
者
控
除
は
ま
す
が
、
尚
年
度
内
に
於
て
是
非
施
行
し
た
い

白
色
を
六
O
O円
、
脅
色
を
て

0
0
0円
と
早
業
等
に
つ
い
て
は
、
追
加
或
は
予
算
外
立
越

し
身
体
開
持
者
控
除
は
此
を
六

O
O円
と

し

た

の

も

の

も
二
三
あ
る
の
は
止
む
を
得
ぬ
処
配
と

の
で
、
以
上
の
基
幣
に
よ
れ
ば
個
人
負
担
の
立
し
て
御
了
承
願
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

場
か
ら
し
で
も
相
当
減
税
を
見
る
こ
と
に
相
成

る
と
思
い
ま
す
叶

一
①

教

育

施

設

の

充

実

川
定
資
産
税
で
は
北
屯
発
屯
所
関
係
で
ニ
、
主

一

教
育
催
先
と
言
う
見
地
か
ら
、
三
十
七
年
度
の

0
0
、
O
つO
円

を
見
越
し
た
も
の
の
日
双
紡

，

予
算
な
泌
し
て
共
の
事
業
内
容
を
説
明
致
し
ま

と
の
償
却
分
を
も
差
引
く
と
て
ニ

O
O、
0
0
↑

す
が
、
前
年
度
着
工
し
ま
し
た
統
合
泊
中
学
校

O
円
増
と
し
か
な
ら
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。

一

の
総
設
は
一ニ
O
O坪
の
建
築
を
終
了
、
泊
教
場

以
上
の
状
況
か
ら
し
て
町
税
を
九
四、

O
二
O
、
一

の
生
徒
が
一
部
四
月
か
ら
移
蛇
旧日
業
を
開
始
す

0
0
0円
と
見
た
の
で
あ
り
ま
す
＠

一

る
の
で
あ
り
ま
す
、
第
二
期
挫
設
と
し
て
六
六

圃

次
に
地
方
交
付
税
は
三
六
年
度
大
体
二
七
、
O
一

五
坪
の
建
設
を
巾
消
の
処
、
現
在
三
五

O
坪
だ
F

0
0、
0
0
0円
程
度
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

一

け
の
認
証
内
定
を
受
け
ま
し
た
．
此
は
全
国

一

り
ま
す
が
、
県
等
の
指
示
も
あ
り
一
五
mmの
延

一

律
に
総
統
の
最
大
級
を
三
五
O
坪
左
頭
打
ち
し

び
を
見
泊
り
三
一
、

O
Cい
、
0
0
0円
を
計
上

一

た
も
の
で
、
更
に
五
月
債
の
追
加
を
お
願
い
し

し
ま
し
た
。

一

て
い
る
の
で
、
当
初
に
は
三
五

O
坪
た
け
の
建

公
営
企
業
及
び
財
産
町
入
に
一
四
五
、
八

O
O
一

築
計
画
を
樹
て
ま
し
た
が
、
尚
決
定
の
上
で
趨

円
、
分
担
金
次
負
担
金
と
し
て
漁
港

修

築

分

倒

設

に
取
り
か
か
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

金
が
三
、
一

こ
が
、
0
0
0円
を
も
A
わ
め
て
三
、
文
部
省
で
は
三
七
年
度
訓
当
が
一
坪
単
価
五

六
二
五
、
0
0
0円
を
佼
用
料
及
手
数
料
に
五
、
五
、

o
υ
O円
と
言
う
領
で
の
認
証
で
資
材
の

一
七
三
、八
O
O刊
、
此
は
保
育
所
側
川
料
が
値
上
り
に
伴
い
町
負
担
分
が
多
く
な
る
こ
と
を

三
、
七
一
九
、
ニ

O
O
O円
が
含
ま
れ
て
し
ま
す
逃
峨
に
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

国
間
支
出
金
は
三
八
、
八
八
て
、七
O
O同
前
年
こ
の
学
校
へ
の
通
学
道
路
も
俊
道
併
用
で
三
六

度
に
比
べ
て
一
二
、
七
一
九
、
と

0
0円
増
と
な
年
度
中
の
計
聞
と
し
て
い
ま
す
が
予
算
計
上
に

り
ま
し
た
が
、
保
育
所
措
置
習
が
回
、
七
九

O
、

は

迫
加
分
と
し
て
七
月
処
理
数
し
度
考
え
て
い

七

C
C円
、
都
市
計
一
幽
事
業
補
助
六
、

0
CC
、

ま

す

。

0
0
0円
、
災
害
土
木
復
旧
補
助
七
．
八
九

O
、
暫
定
的
な
予
算
と
は
言
え
統
合
中
学
校
賓
と
し

0
0
0円
、
中
学
校
新
築
補
助
一

O
、
八
五
一
一
、
て
二
八
、
三
九
一一
、五
O
O円
の
多
額
は
他
の
中

国

O
O円、

｝
般
教
育
補
助
金
て
三
二
九
、
五
学
校
の
人
件
費
以
上
の
膨
ら
み
を
制
御
し
て
い

4
1
E

守’’
n『
u



同万

一

旬

一

第

一

、、B
S

，，

．

日
可

一

別
協

一①
土
木
事
業
に
よ
る
町
建
設

8
舵

一

前
年
度
ま
で
A
門
併
後
の
町
．
つ
く
り
の
た
め
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
頭

昨
掛

一

グ
ヲ
カ
チ
と
も
見
え
る
位
稿
集
の
設
置
に
力
を
注
い
で
来
た
の
で
あ

向
日

一

り
ま
す
が
。
七
草
滝
川
や
金
剛
川
等
の
災
害
は
全
部
国
費
で
処
理
し

眠
第

一

て
戴
き
海
岸
、
護
岸
の
提
防
決
出
に
つ
い
て
も
県
及
び
建
設
省
直
幡

／

k
－

と
し
て
二
億
円
近
い
経
費
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
に
於
て
も
護
岸
に
一
億
同
程
の
経
貨
を
か
け
て
そ
の
完
壁
と
し

て
戴
き
、
境
川
、
笹
川
、
小
川
の
河
川
に
砂
防
工
事
を
県
で
計
画
実

あ 昭和 37年 4月10日
月刊（毎月 10日発行） ( 2 ) さ ひ

る
状
態
で
あ
る
こ
と
も
止
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
小
川
中
学
校
は
校
地
附
近
の
区
画
整
理
事
業
の
計
画
が
す
L
め

ら
れ
る
の
で
此
の
際
、
屋
外
運
動
場
の
拡
張
に
対
す
る
陳
情
も
あ
り

予
算
外
処
置
と
し
て
地
元
立
替
に
よ
っ
て
一
、
五

O
O坪
程
買
牧
し

た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

泊
中
学
校
の
移
転
に
伴
い
ま
し
て
、
泊
小
学
校
が
現
在
の
・
中
学
校
舎

に
移
る
訳
で
す
が
、
相
当
壁
、

柱
等
の
修
理
、
窓
枠
、
便
所
、
生
徒

出
入
口
等
の
改
装
も
必
要
と
し
て
、
約
、
て
九
O
O、
0
0
0円
程

経
貨
を
要
し
ま
す
が
、
此
又
大
部
分
を
皆
様
方
の
御
了
承
を
得
て
、

立
答
え
事
業
と
し
て
で
も
修
築
さ
れ
た
く
存
じ
て
い
ま
す
。

小
学
校
費
も
中
学
校
質
問
機
緊
縮
予
算
と
し
て
組
み
ま
し
た
次
第
で

す。泊
高
等
学
校
は
各
位
の
お
力
添
え
と
町
出
身
ニ
県
議
の
御
配
慮
に
よ

り
三
七
年
度
か
ら
一
学
級
商
業
科
の
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
、

此
に
要
寸
る
校
舎
は
中
小
振
り
替
り
の
校
舎
を
充
当
致
し
ま
し
た
。

町
の
高
等
学
校
に
対
す
る
施
設
助
成
も
前
年
同
様
で
と
存
じ
ま
す
。

町
民
各
位
が
非
常
に
教
育
に
熱
心
で
あ
る
お
蔭
で
町
外
か
ら
の
寄
附

協
力
者
も
多
く
玉
水
幹
人
氏
が
二
年
連
続
泊
小
中
学
校
へ
ピ
ア
ノ
一

台
施
、
各
図
書
案
充
実
に
五

O
O、
0
0
0円
宛
を
始
め
近
縁
政
夫

氏
が
エ
ル
モ
撮
影
機
を
南
保
小
学
校
へ
寄
問
し
て
戴
い
た
り
し
た
の

を
始
め
、
各
校
夫
々
篤
志
者
に
依
っ
て
施
設
も
と
と
の
え
て
き
て
い

る
の
で
あ
り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
各
機
団
体
か
ら
の
陳
情
諾
顧
の
中
央
公
民
舘
の
設
置
は
各
種
団
体

の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
本
年
中
に
実
行
に
移
し
度
思
っ
て
い
ま
す
。

水
泳
プ
ー
ル
の
設
置
も
全
町
民
の
関
心
事
と
し
て
体
育
協
会
と
P
T

A
連
絡
協
議
会
が
取
り
上
げ
、
国
庫
補
助
て
こ

0
0
、
0
0
0円
と

大
部
分
を
寄
附
に
求
め
て

一
般
財
源一ニ、
0
0
0、
0
0
0円
程
度
の

つ
ぎ
足
し
で
や
る
桟
陳
情
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

此
に
つ
い
て
は
、
町
営
五
O
米
プ
ー
ル
と
し
て
国
庫
補
助
安
得
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
実
現
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
育
予
算
が
前
年
度
の
三
回
、
五
＝
五
、
目
。
。
円
よ
り
も

一
七
、

六

三
九
、
七
O
O円
を
増
額
五
二
二
六
五
、
一

O
O円
と
し
て
全
予
算

の
ニ
七
、
四
Mm
を
食
む
に
歪
り
ま
し
た
こ
と
は
、
止
む
を
得
ぬ
現
状

で
更
に
増
縞
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
を
も
御
了
承
願
い
た
い
の
で
あ
り
ま

す。

A

農
業
に
対
す
る
考
え
方

農
業
生
産
増
強

九
回
、
四

O
O
円
を
増
額
し
農
業
改
良
質
に
減
額

八
O
、
二
O
O円
を
見
た
が
、
当
町
に
於
け
る
農
業
の
在
り
方
に

一
大
改
革
を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
来
て
い
る
こ
と
を
惟
い
其
の
指

導
方
針
と
し
て
も
操
業
基
本
法
等
を
体
し
兼
業
農
家
、
小
食
経
営

か
ら
大
農
へ
の
転
換
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
土
地
改
良

事
業
も
三
六
年
度
は
積
来
四
、

融
資
一
ニ
、
県
単
ご
一
の
も
の
を
各

地
区
に
於
て
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
大
家
庄
地
区

の
区
間
控
班
に
小
川
合
口
等
の
基
本
的
な
も
の
に
手
を
つ
け
る
よ

う
努
め
た
い
ir
思
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
稿
作

一
辺
倒
か
ら
脱
却
し
て
畜
産
奨
励
に
力
を
注
ぎ
然
も
多

角
形
的
な
も
の
か
』
つ
与
し
み
こ
こ
に
、
五
三
七
、

0
00
円
を
計
上

し
ま
し
た。

そ
れ
に
農
業
構
造
改
普
賢
と
し
て
、

二
、四

O
七
、八

O
O同
の
予

算
そ
見
て
決
業
意
欲
の
昂
均
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ

施
に
当
っ
て
も
ら
う
、
心
算
4
u
gH
巧
ま
す
。

従
っ
て
当
町
と
し
ま
し
て
は
前
年
度
・
中
か
ら
お
約
束
の
花
房
橋
は
入

善
町
と
の
話
し
合
い
の
上
早
期
に
実
現
さ
せ
た
く
予
算
計
上
も
致
し

ま
し
た
。

下
野
楠
は
当
初
予
算
に
は
計
上
せ
な
か
っ
た
が
そ
れ
に
通
ず
る
道
路

の
改
修
と
候
っ
て
一
部
立
替
と
言
う
形
で
本
年
中
に
実
現
さ
せ
た
レ

も
の
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
闘
街
路
事
業
鋭
と
し
て
六
、
三
二
O
、
0
0
0円
を
計
上
致
し

ま
し
た
が
間
年
度
月
山
道
路
の
完
成
が
建
物
移
転
か
ら
一
頓
坐
し
て

い
る
の
で
困
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

災
害
復
旧
工
事
伐
に
は
七
重
沌
で
七
、
六
一
三
、

0
00
円
計
上
、
道

路
修
繕
賞
、

原
材
料
挫
五
七
O
、
0
00
円
は
町
道
補
修
に
現
段
階

に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
阪
に
必
要
度
に
応
じ
追
加
増
額
の

心
算
で
あ
り
ま
す
。

土
木
質
が
前
年
度
に
倍
加
し
て
全
予
算
の
二
八
Mm
と
な
っ
て
い
ま

す。尚、
国
道
八
号
線
の
土
地
買
防
支
捗
が
始
ま

っ
て
居
り
ま
し
て
本
年

中
地
主
各
位
の
早
期
契
約
が
な
さ
れ
れ
ば
相
当
盆
の
工
事
も
本
秋
に

は
取
り
か
L
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

統
合
泊
中
学
校
へ
の
沼
保
、
道
下
方
面
か
ら
の
つ
な
ぎ
道
路
は
農
道

と
も
併
用
一
線
は
許
可
も
得
て
居
り
、
工
費
並
に
土
地
買
牧
費
を
負

担
し
て
三
六
年
度
事
業
と
し
て
や
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

道
路
舗
装
及
び
簡
易
舗
装
も
各
地
区
の
要
望
に
応
え
て
実
施
致
し
度

存
じ
て
い
ま
す
。

パ
ス
の
南
保
地
区
引
入
も
近
く
許
可
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が

道
路
巾
員
に
幾
分
離
点
が
あ
る
が
そ
れ
慌に
つ
い
て
は
交
渉
中
で
あ
り

ま
す
。

④
産
業
援
興
に
つ
い
て

⑤
社
会
福
祉
と
環
境
衛
生

前
年
度
に
境
保
育
所
の
建
設
を
見
た
の
で
四
月
か
ら
常
設
保
育
所
と

し
て
関
所
す
る
と
と
に
な
る
の
で
此
を
も
含
め
て
一

O
、
一
六
一
、
八

0
0円
を
計
上
二
、
七
八
五
、ニ

O
O円
の
増
額
を
見
た
訳
で
あ
り
、

施
設
と
し
て
も
尚
経
費
を
投
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
側
溝
、

一初
等
は
追

加
で
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。

林
業
振
興
に
つ
い

τ比
特
昨
森
林
組
合
の
活
動
を
促
進
す
る
た
め

一

に
も
委
託
的
業
務
の
切
り
接
え
も
し
、
其
の
育
成
に
つ
と
め
た
い

一

之
思
っ
て
レ
ま
す
。

『

多
年
の
県
案
と
し
て
課
せ
ら
れ
れ
婿
害
防
止
に
海
岸
浸
蝕
の
対
策
一

、
と
し
て
の
防
潮
林
の
設
段
を
致
し
た
い
と
思
い
僅
か
で
は
あ
る
が
－

此
を
予
算
に
盛
っ
た
が
更
に
財
源
が
許
せ
ば
増
額
も
し
畏
期
計
画
－

を
樹
立
し
て
柿
崎
か
ら
赤
川
ま
で
一
世
し
て
完
成
さ
せ
た
い
も
の
－

で

あ

り

ま

す

。

－

耕
地
災
害
復
円
四
ば
一
二
四
年
災
彼
旧
工
明
資
で
あ
り
ま
す
。
－

B

水

産

業

部

門

E

最
近
沿
岸
漁
業
が
一
般
に
不
振
な
の
に
泊
尚

一
帯
の
浸
蝕
に
よ
る
－

捕
手
は
艇
に
述
し
て
い
ま
す
。
出
来
得
れ
ば
水
洗
川
の
川
口
を
改
－

修
し
て
小
舟
の
出
入
使
を
与
え
て
赤
川
、
草
野
、
大
鹿
方
面
の
小

田

舟
に
よ
る
似
貝
類
の
水
揚
に
舟
だ
ま
り
と
し
て
利
用
せ
し
め
る
よ

－

う

に

工

夫

を

こ

ら

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

戸

尚、

大
洋
漁
業
が
試
験
操
業
を
し
た
い
と
の
話
も
あ
り
、
朝
日
町
－

沿
岸
漁
民
に
よ
る
仮
称
漁
民
会
社
を
組
織
し
て
操
業
に
あ
た
る
よ

－

う

努

力

し

た

い

も

の

で

す

。

－

宮
崎
漁
港
も
本
年
度
は
港
内
改
修
に
と
ど
め
直
ぐ
利
用
で
き
る
も
＝

の
と
し
て
完
成
さ
せ
た
い
も
の
で
本
年
も
亦
町
負
担
て

0
0
0、－

0
0
0円
を
計
よ
し
て
見
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

E

C

商
工
業
者

へ

の

督

励

白

商
工
業
費
は
僅
か
に
増
額
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
税
牧
の
E

上
か
ら
見
ま
し
で
も
も
っ
と
そ
の
ハ
ネ
返
し
で
も
な
い
が
、
中
小

－

商
工
業
者
育
成
の
た
め
の
掠
興
費
を
財
源
が
許
せ
ば
適
当
な
機
会
－

に
増
額
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

E

D

観

光

方

面

－

観
光
費
も
少
く
此
も
一
般
的
な
例
年
の
も
の
と
し
て
了
承
願
い
た
－

く
、
街
灯
の
如
き
も
の
は
主
七
六
、
0
00
円
を
地
方
振
興
費
と

－

し
て
計
上
し

た

の

で

あ

り

ま

す

。

一

然
し
、

観
光
朝
日
町
と
し
て
単
独
事
業
の
面
で
財
源
を
得
て
も
っ
－

と
多
額
の
計
上
を
見
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
巴

以
上
産
業
経
済
設
に
こ

O
、八

O
一ニ、凶
O
O円
を
才
出
に
繰
み
ま
主

し
た
が
、
全
予
算
の
一

O
、九
Mm
に
該
当
し
前
年
度
予
算
に
三
、
七
－

三
八
、
ニ

O
O
円
増
と
な
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

4
E
a
n
x
u
n
H
U
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尚
南
保
保
育
．
『附
は
泊
第
三
保
育
一
附
の
保
育
所
と
し
て
開
設
要
望
も
あ

り
県
並
に
厚
生
省
と
交
沙
中
で
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
前
年
実
施
、
加
入
率
は
良
か
っ
た
が
保
険
料
の
牧
納
翠

悪
く
年
度
来
馬
力
を
か
け
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
八

O
M程
・位
に
成
叫引

を
挙
げ
て
い
る
の
で
地
反
農
協
に
は
格
別
協
力
を
お
岡
い
し
、
町
内

会
長
各
位
を
年
金
委
員
に
委
嘱
し
木
年
度
は
も
っ
と
好
成
硝
を
拳
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
住
附
を
持
た
な
い
四

O
O位
借
の
住
民
を
対
象
に
公

営
住
宅
の
設
置
を
見
た
い
L
F
－思
し
、
県
と
交
渉
中
で
、
あ
っ
て
ニ

O

世
帯
の
建
設
に
あ
た
ろ
う
之
思

っ
て
い
る
が
決
定
を
見
る
時
追
加
予

算
に
提
案
致
し
度
御
了
承
賜
り
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

職
業
安
定
所
の
分
室
が
四
月
か
ら
正
式
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
此
等
施
設
に
関
し
て
も
県
と
打
合
せ
の
ト
．普
処
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
が
、
当
予
算
に
は
経
常
費
と
し
て
前
年
並
に
計
ト
一致

し
ま
し
た
。

再
建
計
画
の
本
年
度
事
業
計
幽
で
あ
る
庖
芥
焼
却
場
は
木
流
川
下
流

に
工
事
費
約
一
一
、
0
0
0、
0
0
0円
で
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
計
上

し
ま
し
た
。

清
掃
に
つ
い
て
も
迎
転
手
賃
金
も
計
上
、
町
内
部
崎
術
生
の
先
壁
を

期
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
社
会
労
働
施
設
並
に
保
健
術
生
自
の
駄
を
投
け
ニ
六
、九
七
八
、

七

O
O円
、
構
成
比
一
四
、
二
%
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ひさ
①
未
開
発
資
源
の
開
発

A
猫
又
直
結
の
隙
怖
が
愛
広
用
水
組
合
が
強
く
打
ち
出
し
宇
奈
月
町

が
新
黒
二
の
着
工
を
促
す
等
、
当
町
と
し
て
も
昨
．
型
の
公
昭
会
で

も
開
陳
し
た
よ
う
に
新
黒
こ
の
着
工
促
進
に
努
め
た
レ
、

此
が
何

等
の
形
に
於
て
当
町
の
未
開
発
資
醇
の
開
発
に
益
す
る
こ
と
の
あ

ら
ん
こ
と
に
期
待
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

B

工

場

誘

致

先
般
来
研
究
調
査
を
す
L
め
て
い
る
三
洋
沼
子
工
業
E
K
の
誘
致

に
つ
い
て
も
施
設
と
稼
働
人
員
と
月
生
産
額
等
を
調
査
し
て
当
町

の
発
展
の
た
め
に
資
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
会
社
側
か
ら
は
開

期
中
に
来
町
各
位
と
懇
談
致
し
た
い
と
由
附
し
て
来
て
い
ま
す
。

G

行

政

区

画

牢
奈
月
町
と
の
黒
部
国
有
林
の
境
界
問
題
は
未
定
の
故
を
以
て
償

却
資
産
税
の
配
分
に
つ
い
て
も
共
有
を
主
強
し
宇
奈
月
町
に
の
み

支
払
わ
れ
て
い
る
不
合
理
を
突
い
て
境
界
を
早
く
決
定
し
て
戴
く

よ
う
、
関
係
官
公
庁
に
強
く
働
き
か
け
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

あC,3) （駒鎚錫斜）第印号
．⑦
防

火

と

庁

費

朝
日
町
消
防
団
の
改
組
が
団
自
体
の
自
発
的
な
運
動
と
し
て
実
現
を

見
た
の
は
、
要
請
し
た
当
局
と
し
て
で
も
感
謝
に
堪
え
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

前
年
度
に
於
い
て
失
火
状
況
も
一
一
一
回
、
然
’
も
損
害
を
最
小
限
に
止

め
得
た
の
も
此
又
日
．
由
の
訓
練
の
賜
も
の
で
あ
る
と
倍
矧
か
強
め
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

六
分
間
制
と
し
て
機
動
斡
備
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
充
分
で
な

い
状
況
を
考
威
し
本
年
又
消
防
車
の
脱
入
を
計
闘
し
補
助
確
定
の
上

予
算
に
に
も
計
上
補
正
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す。

前
年
度
子
を
触
れ
な
か
っ
た
消
防
閲
貝
諸
子
に
対
す
る
手
当
等
に

つ
い
て
も
他
町
並
に
引
き
揚
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

此
又
最
近

の
賞
金
ベ

l
ス
か
ら
見
る
之
低
い
の
で
申
訳
な
い
と
患

っ
て
い
ま

す
。
議
会
費
で
は
前
年
度
胸
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
は
手
を
触
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、

此
を
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
額
計
上
さ
せ
て
簸
き

ま
し
た
。

役
場
挫
で
は
臓
員
定
数
を
現
定
数
の
六
四
名
安
運
転
手
一
名
と
資
産

再
評
価
に
要
す
る
こ
名
と
を
加
え
た
三
名
増
六
七
各
と
し
庁
以
外
の

施
設
の
職
白
定
数
二
九
名
合
境
保
育
所
保
母
三
名
、
清
掃
者
運
転
手

一
名
、
現
臨
時
保
母
五
名
を
も
一
応
定
紋
に
加
え
て
三
八
名
と
致
し

摩
？
算
に
も
計
上
し
ま
し
た
が
、
前
年
院
に
比
較
し
て

て
主

六

、

八
O
O円
私
的
制
似
た
見
る
の
は
前
年

一
O
月
の
給
与
改
訂
基
準
に
よ

る
も
の
と
定
則
坪
給
分
も
加
え
て
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

庁
内
駅
務
改
苔
に
よ
っ
て
町
民
科
位
の
利
似
を
諮
っ
た
心
算
で
あ
り

ま
す
が
更
に
更
新
の
心
算
で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

構
成
比
か
れ
見
て
論
会
的
が
一
九
%、

役
場
貨
が
一
回
、
三
勉
、
消

防
費
が
三
三
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
探
知
一
号
、
第
二
号
は
以
上
説
明
し
ま
し
た
予
算
審
議
に
関
連
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

議
集
節
三
号
以
下
第
一
三
号
ま
で
は
特
別
会
計
に
属
す
る
・
も
の
で
合

計

一
O
削
、二
五
七
、
六
七
八
円

と
な
り

一
般
会
計
と
合
せ
て
二
九

四
、
四
九

O
、
0
0
0円
と
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
中
悶
保
で
は
、
保
険
税
の
止
む
な
き
措
置
と
し
て
増
徴
を

見
た
こ
と
で
被
保
険
省

一
人
当
り

て
二
九
八
円
と
な
っ
た
こ
と
と
、

国
防
支
出
金
と
三
二
＝
二

、
ニ
ニ

O
円
の
増
額
を
見
、
一
般
会
計
か

ら
は
一
二

O
五、

0
0
0円
を
雑
人
と
し
て
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。

此
等
に
依
っ
て
保
険
給
付
額
の
増
加
分
方
見
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

泊
病
院
は
境
川
発
電
工
車
関
係
で
県
内
で
は
外
科
診
療
が
労
災
問
院

に
次
ぐ
良
好
な
成
績
を
本
げ
て
い
る
と
承
っ
て
い
る
が
、

全
体
と
し

て

一
O
、
O
七
一

、－

O
O円
の
増
収
を
見
越
し
所
属
職
員
の
定
殺
増

を
見
た
。
そ
れ
は
者
臨
鮒
ニ
傘
、
技
術
附
員
一
名
、
事
務
職
貝
一

名

で
尚
現
在
使
用
中
の
臨
時
職
良
助
手
及
労
務
職
員
六
名
を
定
教
化
す

る
こ
と
と
し
て
予
算
計
上
し
た
が
、
人
件
費
の
増
額
は
専
ら
給
与
改

訂
に
よ
る
増
額
が
主
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
三
十
七
年
度
の
大
綱
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
し
た
の
で、

し
く
御
審
議
の
程
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

山
林
原
野
の
火
入
れ
に
注
意
を

よ
ろ

一、

火

災

警

報

発

令

空
気
が
乾
燥
し
て
火
早
く
な
り
、

フ
エ

l
y
現
象
の
多
い
こ
れ
か
ら

が
火
災
警
報
の
発
令
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

火
災
寄
報
の
発
令
さ
れ
た
時
は
火
の
使
用
が
次
の
よ
う
に
強
く
制
限

さ
れ
ま
す
。

θ
山
林
原
野
に
火
入
れ
し
な
い
こ
と。

＠
屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
又
は
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

e屋
外
に
於
て
引
火
性
、
爆
発
性
、
そ
の
他
可
燃
物
の
附
近
で
喫
煙

し
な
い
こ
と。

＠
残
火
、
取
灰
又
は
火
の
粉
の
始
米
を
厳
重
に
す
る
こ
と
。

＠
屋
内
で
裸
火
を
使
用
す
る
と
き
は
窓
出
入

u
等
を
閉
じ
て
行
な
う

圃

こ
と
。

－

火
災
警
報
の
発
令
さ
れ
た
時
は
連
絡
所
、
ポ
ン
プ
車
障
の
前
等
に
掲

一

〕

〕

〕

示

さ

れ
、
有
線
政
送
の
有
る
地
区
に
は
放
送
を
依
頼

一

一

り

一

し

ま

す

、
消
防
岩
の
サ
イ
レ
ン
塔
の
上
に
は
赤
自
の

一

〔

〕

吹

流
し
を
掲
蛸
じ
ま
す
。

一

〔

よ

〕
二
、
制
が
ら
悦
に
注
意

一

一

ご

一

市

代

用

の

焼

脱
が
ら
灰
は
完
全
に
冷
え
て
か
ら
容
器

－

〔

丈

〕

に

入

れ
て
、
取
込
ん
で
下
さ
い
。

〔

B
E
〕

水

を
か
け
た
だ
け
で
完
全
に
的
え
な
い
の
を
、

し
ら

〔

ヨ
宅

〕

ず

に

取

り
込
μ

で
二
日
去
に
火
災
に
な
っ
た
例
が
あ

〔

』

『

J
〕

i

／

－

〔

肝
肌

〕

り

ま

す
か
ら
雌
誼
に
沌
恕
し
て
下
さ
い
。

〔

・

〕
三
、
山
林
火
災
を
防
ぎ
ま
せ
う

〔
治

〕

主

取
り
こ
入
山
し
た
時
は
煙
車
火
そ
の
他
火
の
始

〔

〕

i

t
－

－

〔
〔
〔

末
を
完
全
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

枯
箪
焼
き
の
火
入
れ
は
挽
く
場
所
・
と
焼
か
な
い
場
所
と
の
慨
を
刈
取

る
な
ど
し
て
岡
山
わ
ぬ
所
へ
燃
え
拡
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
か
ら
火
入

れ
を
行
っ
て
下
さ
いγ
。
昨
年
は
凶
月
だ
け
で
三
田
山
林
火
災
が
あ
り

ま
し
た
。

四
、
危
険
物
取
抜
主
任
者
試
験

指
定
数
・量
（
例
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
で
一

O
O立
）
以
上
の
危
険
物
を
貯

蔵
、
取
扱
い
を
す
る
と
き
は
許
可
を
受
け
、
お
険
物
取
扱
主
任
者
の

立
会
い
が
な
け
れ
ば
泡
険
物
を
取
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
云
う
こ
と

は
御
存
じ
の
通
り
で
す
。

こ
の
取
扱
主
任
者
の
中
の
、
乙
何
回
類
（
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
油
類
）
の

取
扱
主
任
者
の
拭
験
が
次
の
要
領
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

2・】a芭”

誤

験

場

所

富

山

、
高
岡
、

魚
体
、

試

験

日

時

昭

和
三
十
七
年
五
月
二
十
七
日
、
午
後
十
時
か
ら

願
書
受

付

四

月
十
日

t凶
月
末
日

そ
の
他
細
部
に
つ
い
て
は
消
防
箸
へ
問
合
せ
下
さ
い
。
用
紙
も
備
え

て
あ
り
ま
す
。



（震~~＝錫詔）第印号 あ さ ひ 野弘31ふ4i~日弘~~ (4) 
一般会計 明 和37年 度朝 日町歳入歳 出予費

歳 入 （単位円〉 ①震少年問題 38°000 49.000 ム 11.001 

科 目 ｜｜本年度予算額I前年度予算額1・比（ム較印増減減） 22.635.900 17.763.000 4. 872. 90( ． 
16.7~~ 1. 町 税 94.020.00。0 90.639.100 3.380 900 130°400 113.700 

①イ普通税 90.219.00 86.916.000 3.203.000 10.000 一 10.0 

町 民資動 税税 28.111. 000 27. 550. 000 561. 000 11.382.400 8.~17.700 3 . 064.7~~ 
ロ E定産 46. 273. 000 45. 071. 000 1 202 000 48~.600 40.500 44.l 
ノ、 向 車税税 885.~00 775.000 110.000 1.20 . ~00 7-40.400 46~ .2。~o。0 
ニ 僧'JP-消世 6.400。。. 00 5.450.000 950.000 住 宅鋤衛 蛍費

39. 00 5.soo ム .0
If; 電木気ガス税 g.40.000 7.9~0.000 480.000 7. 保労 健 生貨

9.379.300 8.105.100 1.274.2 
へ 材引耳元税 15 . 000 150.000 - 4.342.soo 1. 711.100 

②イ目 利的地湯 税 a. soo. ooo a. 723. oon 77. ooo 139.400 4~~ ：~~~ 311.4 i.50 .nou 1.500.000 一 04.300 ム 185.7

ロ水入 益税税 2. 80~. 000 2. 223. 000 77. 000 545.700 527. 00 18.4 
106.700 lOg.000 5.7 

①税旧法によ入る 1. 000 100 900 107°700 8 .000 22.7 

2. 財地方交牧 付税 a1. oo~. ~~o rn. ooo. ooo ia. ooo. ooo 2.379.000 427.800 2.451.2 

3. 産 l投入 14. 0 77.800 68.000 52.000 52.000 

4. 分担金・負担料金 a.s2R·~oo a.2so.aoo 375.ooo 
8. 00 一

a. nt~~~ 20.803.100 17.064.900 5. 使用科・手放 5 .17 . 00 4. 270. 600 903. 200 1.762.800 a.509.800 253.0 
6. 国陣支出金 38.882.700 17.163.400 21.719.300 ~.s1B.1ou .21a.100 1. 462.600 7.県支出金 3. 636. 800 3. 265. 300 371. 500 .78 .800 4°741.500 2.048.300 
8.寄附金 1.674.500 370.100 1.304.400 

水商 産業 4.663.500 4.26~.700 • 394.800 
9. 繰続町 越 金 1. 000 100 900 工業 741.~~~ 61 .000 130.500 10. 牧入 580.400 7.445 JOOふ6.864.700

9. 観財 光産 貸 1.169. 1.720.800 
b. 551.000 

11. 債 11.500.000 3.926 000 7.574_000 1.171.600 1.147. 500 
2pli 成入合計 190. 240. 000 148. 407. 500 41. 832 500 ①②財積産立管理金1R 1. 061. 600 1. 077 － ~00 ム 15.9 

110. 000 70. 00 40.0 

歳 出
10. 統計調査 貨 364 ~00 130.700 233.8 
11. 669. 00 94.300 575.5 

I I 1比較増 減 70.000 55.000 14. 40( 科 目 本年度予算額前年度予算額 ＜6印減）

l.読会資 3.636.100 2.981.700 654.400 
41.700 21. 4110 20.30C 

2. 役 場職 世 27.148.300 23.997.700 3.150.600 253.700 253.70U 

①②ω 役場査 員 ~er 24. 862. 800 21. 954. 600 2. 908. 200 48.500 48.500 
院 諸積 s2.~~o 40.000 22.000 
持消f出 費費 2日.223. 0 2.003.100 220.400 184.200 184. 200 3 . 防－~20.600 6·0~9 . 4 00 261.200 

＠ 選町家長思庄挙選代瞳土地選挙改挙良貴費費費
①② 防防 署回 費世 3. 63. 700 2. 5 6. 800 476' 900 71.700 ー 71.70U 
消 3.256. 900 3. 472. 600ム 215.700

12. 大区公
17.000 ム 17.30(

4. 道土 木 監 24.30.5~00 12.033.000 12.272.000 I 路橋聖 'l!l 5… 4.866.000 5川 18.605.300 17.586.200 1. 019.10 
河 川質 60.000 60.000 ー ①元利償 還 金 18.105.300 17.536.200 569.10 
都害市木計画賛 10.500.000 7.048.000 3.452.000 ＠利子 500.000 50.000 450.GO 
教土災 土木質控費 8.190.000 - 8.190.000 13.諸支出金 7 .596.100 12.9l6.100 b.5.320.00 
諸 112.00 59.000 .000 ①公金取扱担 285.000 285.000 

5. 脊員 52.16s.1~0 a4.52s.4oo 11.sR~.100 ＠徴税費 1.173.200 789.800 383 : 4~／ 
山刷。①＠閉》教育委学 金貨 2.724.300 2.341 400 382.900 

①地方振 興 費 1. 601. 000 1.156. 500 444.5 
校 11.68.800 10.354. 00 1.304.20U g繰出金 50().000 500.UOO 

社小2学会学校教体総校育育合 世畳 3凶 54. 9~0 19 .152 ~00 15. 692. 300 賠 償及償還金 1.592.900 1.176.900 4 1s.~I 
費 140.Q0 140.000 ー ①諸質 2.444.000 2.294.000 150. 
費 1.281・500 1.113. 700 167. 800 新町計画事業費 39.500 ふ 39.50

社育 会 聖堂 27~·300 22~.600 54.700 繰 答金 6.674.400 .66.674.40 
年学蔽 i費~｛ 46 . 800 42 . 200 40. 600 14.予備費 475.800 396.500 79.30 
図 省舘 737.500 729.300 8.2000 議出合計 190.240.000 148.407 .500 41.832.50 

国民健康保険特別会計歳入歳出予算 特 .81J A、
コミ

計

歳 入 2~ 保臨険主時給E付撹費 26. 741. 200 4 － ~~~J~~ 3. 保財 設 l .2~~ － 60~ 1. ~~l. ~ 
科 目 ｜本年度予算額｜前年度予算額｜ぜ晶子 4. 費費 J . 00 

5＿，公 . 00 
4d: 70~ 一

l. 閣民健産康保険税 16.604.90~ 14.274.470 2.330.430 6. 諸予 出金 52印9.900 41.200 
2. 財 i手肢 入 120.DO 111.600 8.400 7. 備費 2 .000 2 .200 17.800 
3. 使用料及支 数料金 ~0 . 0~0 40.0UO ー 歳出余計 31.625.200 26.549.050 5.076.150 
4. 悶庫支 出 14.0 7,9 0 10.819.480 3.248.420 a.sis.100 3.547.100 
5. 県 出金 125. 200 137 .500 D. 12.300 1.2 2.150 l. ll62.~00 ム 0.2~~6. 繰繰維 戯入 金金 1 . .000 1. 000 ー l.~2j~~ 1. 054. 00 158. ~ 
7. 200.~00 1.000.000 D. 800.000 9 .50~ 
8. 会牧 入 4~s. ~o ms. ooo ao1. 200 2.22~.650 2.079 ，~~ I~~ ： s10 
地入 計 31.65.2 0 26.549.050 5.076.150 60.640.閃O 50 . 29~ . ~ 10. ~49.100 
歳出 1.485. 300 2.25 :0。0。企 769:.l創~！121.200 U1 . o~~ 396 科 目 ｜｜本年度予算額I前年度予算額｜｜比（β較印増減減） 1.053.5n 

157. 5 
l 役場費 2.692.500 2.275.050 417 .450 72.633.~ 61. ~~~J 6 11.017. 



ム

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
へ

今
ま
で
入
院
の
際
の
給
食
及
び
寝
具
設

備
を
制
限
し
て
賠
り
ま
し
た
が
、

今
年
四

月
一
日
よ
り
給
付
放
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
保
険
鉦
は
今
年
一
年
使
用
し

て
扱
き
ま
す
。

一
り
一

ム
国
民
年
金
に
つ
い
て

一
よ
一

い
よ
〈
拠
出
制
国
民

2

7
：
一

の
支
給
が
来
る
冗
月
か
ら
行
は

一
チ
ル
一

れ
ま
す
。

一
課
一

昨
来
四
月
か
ら
本
年
三
月
ま

一

E
一
で
の
一
年
分
の
保
険
料
を
納
め

－e－一
た
こ
と
に
よ
り
五
月
一
目
、
以

二
実
一

後
に
発
生
し
た
原
故
（
ケ
ガ
、

「
ー
し

夫
の
死
亡
、
遺
児
｝
に
対
し
て

拠
出
制
国
民
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
・

。

年

金

額

障

害

年

金

年

額

二回、
8

0
以
上
（
終
身
）

母
子
年
金
宇
一
九
、
言
。
以
上

（
子
供
が
十
八
才
に
な
る
ま
で
）

準
母
子
年
金
。

一九二
一0
0
以
上

（
子
供
が
十
八
才
に
な
る
ま
で
）

遺

児

年

金

。

一

二
1
0
0
0
以
上

（
子
供
が
十
八
才
に
な
る
ま
で
）

昭和 37年 4月 10日
月チIJ （毎月 JO日発行jひさあ( 6) （盟諸室長易会号）第印号

簡易保険倍額支払
一一交通事故死が トップ一一

但
し
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

至
急
納
め
て
年
金
を
受
け
る
資
格
を
取

っ
て
下
さ
い
。

。
国
民
年
金
の
通
算
制

国
民
年
余
に
加
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

過
去
の
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
な
ど
が
複

活
し
て
国
民
年
金
と
通
算
さ
れ
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

A
V
国
民
年
金
の
米
加
入
者

日
本
国
民
で
あ
る
限
り
何
れ
か
の
年
金

制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
満
二

十
才
以
上
四
十
九
才
未
満
の
人
は
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
b
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

こ
れ
ら
の
人
が
加
入
し
て
い
な
い
と
き
は

事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
勿
論
老
後
と
い
え

ど
も
一
切
の
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

A
V
保
険
料
の
前
納

保
険
料
を
一
年
分
ま
と
め
て
納
め
ら
れ

る
場
合
は
年
利
五
分
五
厘
の
率
で
割
引
が

あ
り
ま
す
。

一
年
分
を
ま
と
め
て
七
月
三
十
一
日
ま
で

年
間
一

一一
O
O
円
納
入
の
方
は
三
十
円

年
間
一
八
O
O
円
納
入
の
方
は
四
十
円

の
割
引
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
月
間

四

月

三

十
日
ま
で

簡
易
保
険
に
加
入
し
て
二

年
経
っ
た
後
思
わ
ぬ
災
害
に

あ
っ
た
り
事
故
苑
亡
し
た
と

き
に
は
、
契
約
高
の
倍
額
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

北
陸
三
県
下
で
三
十
六
年

中
に
倍
額
支
払
の
適
用
を
受

け
た
人
は
三
二
七
名
（
石
川

県
一
一
回
名
、
福
井
県
七
五

名
、
富
山
県
一
三
八
名
）
で
、

支
払
わ
れ
た
保
険
金
は
四
、

一
三
七
万
円
、
一
人
当
り
約

一
三
万
円
を
受
取
っ
て
い
る
勘
定
に
な
り

ま
す。文こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
は
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
が
八
四
名
で
ト
タ
プ
を
占
め
、

前
年
よ
り
も
一
回
名
も
多
く
全
体
の
二
六

Mmを
占
め
て
い
る
。
次
－V
で
転
落
死
の
六

九
名
士

二
%
）
、

弱
死
の
六
六
名
（
ニ

O
%
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

月
別
で
は
七
月
四
四
名
、
八
月
四
O
名

と
圧
倒
的
に
多
く
、
反
対
に
五
月
は
一
七

名
で
一
番
少
な
い
。

一
方
当
局
区
内
に
お
け
る
倍
償
支
払
状

多
発
す
る
の
で
、
保
護
者
の
方
は
劉
く
子

供
さ
ん
の
歩
行
要
領
が
わ
か
っ
て
危
げ
の

な
い
よ
う
に
な
る
迄
、
同
伴
な
り
、
事
前

に
訓
練
し
て
、
不
幸
な
事
故
を
見
な
い
よ

う
に
ど
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
迄
お
母
さ
ん
や
、
お
父
さ
ん
に
付
き

添
わ
れ
て
い
た
の
が
、
愈
に
独
り
で
大
人

と
同
様
な
歩
行
を
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
無
震

が
あ
る
の
で
す
が
、
悲
惨
な
事
故
の
起
き

な
い
よ
う
真
け
ん
に
見
守
っ
て
下
さ
い
。

①
死
は
取
り
返
さ
れ
な
い。

統
合
泊
中
学
校
の

一
部
使

用
と
小
中
学
校
舎
の
交
換

予
て
よ
り
民
削
減
山
鑓
、
上
横
尾
地
内
に

防
総
領
内
？
の
統
合
泊
中
学
校
、
鉄
筋
三
階
建

の
校
舎
の
一
部
が
先
制
れ
完
成
し
い
よ
レ
よ

凶
月
よ
り
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

第
一
期
工
事
は
九
教
室
の
完
成
を
見
こ
れ

に
理
科
輩
、
教
具
室
、
峨
貝
宝
及
び
新
一

年
生
六
総
を
入
れ
既
に
校
具
の
移
動
も
終

り
綬
業
開
始
め
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

伴
い
旧
中
学
校
へ
は
小
学
校
が
全
而
的
に

移
転
し
旧
小
学
校
に
は
中
学
の
ニ
三
年
生

が
木
部
と
共
に
当
分
の
問
残
留
し
第
二
期

第
三
期
の
工
事
完
成
次
第
新
校
令
に
統
合

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

警

察

署

か

り

朝
日
町
警
察
官
派
出
所

馴
れ
な
い
聞
は
危
な
い
。

愈
々
幼
稚
園
や
保
育
所
、
小
学
校
の
新

し
く
入
国
入
所
入
校
の
期
節
が
参
り
ま
し
／

た。
毎
年
ζ

の
時
期
に
、
新
し
く
ス
園
入
所

入
校
さ
れ
る
幼
児
や
生
徒
の
受
注
事
故
が

a
－v
－EZ
・4．，．．．
 ‘，
 
．．
 
‘．4
．，a
，、．2
・・事‘‘‘．
a
－v
・‘．．
 
4

．，
 
．．．． 
，a・菅‘
．．
 

d
副
p

・・・

況
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

三
十
五
年
度
分
と
し
て
海
上
遭
難
死
四

名
、
工
場
に
お
け
る
落
盤
事
故
死
一

名
、
支
払
保
険
金
六

一
万
円
。

三
十
六
年
度
分
は
海
上
避
難
苑
四
名
、

溺
死
二
名
、
交
通
事
故

一
名
、
支
払
保

険
金
六
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
海
難

死
の
多
い
の
は
遠
洋
漁
菜
に
よ
る
も

の
）

安
心
が
手
軽
に
貿
え
る
簡
易
保
険
什

小
さ
な
掛
金
大
き
な
安
心
け

泊

郵

便

局

朝
日
町
貯
蓄
増
強
委
員
会

一「 主旦道：迂盤主B.JLWV主θ4蓋豆L

』

国
道
八
号
線
の
設
置
に

つ
い
て

朝
日
町
に
お
け
る
八
号
線
の
設
置
は
昭

和
三
十
七
年
度
・
中
に
昭
和
三
十
八
年
度
に

工
事
完
成
、一
ニ
十
九
年
度
中
に
舗
装
を
完

了
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
既
に
関
係
者

の
会
合
が
俄
き
れ
説
明
会
も
終
っ
て
い
ま

す。
尚
元
屋
敷
よ
り
宮
崎
に
通
ず
る
ト
ン
ネ

ル
は
今
年
の
秋
明
よ
り

一
部
着
工
の
子
定

で
す
。

l』4
』
’

n
k
U
噌

t
a
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新

し

い

稲

作

り

の

考

え

方

楽
し
く
は
た
ら
け
る
良
薬
に
し
た
い
と
誰
し
も
考
え
て
見
る
も
の
与
さ
て
．と
う
し

た
ら
・
そ
れ
が
実
現
出
来
る
か
、

・水
稲
の
み
で
は
州
民
牧
の
ほ
が
見
え
始
め
反
当
り
三
石

一一
一i
四
斗
と
し
て
も
生
産
費
を
差
引
き
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
、
米
作
曲
代
入
も
限
度
に

・
来
た
や
う
な
感
が
す
る
。
こ
れ
以
上
反
肢
が
上
る
ピ
ら
う
か
、
栽
培
技
術
と
土
地
改

良
を
湾
え
地
下
排
水
の
良
い
土
地
で
八
す
l
一
尺
も
深
耕
す
れ
ば
増
牧
可
能
だ
ら
う

が
、
こ
れ
か
ら
の
稲
作
り
は
少
し
位
の
増
牧
よ
り
も
、
手
の
か
L
ら
ぬ
方
法
を
考
へ

労
働
の
生
産
性
を
高
め
る
頭
側
の
米
作
り
、
ら
く
な
稲
作
り
が
し
た
い
も
の
で
す
。

米
作
り
の
人
の
手
按
械
の
手
も
省
い
て
減
牧
し
な
い
方
法
が
な
い
か
、
省
い
た
労

力
で
他
の
作
物
栽
培
や
家
畜
飼
育
を
計
画
し
て
労
働
の
生
産
性
を
高
く
し
た
い
も
の

で
す
。

自
制
す
る
ま
で
務
転
機
が
三
回
水
田
を
耕
起
代
か
き
を
し
て
い
る
が
、
パ
ン

タ
に
元
加
を
施
し
水
を
入
れ
て
図
回
二
｜
三
目
前
一切
に
耕
起
代
か
き
を
一

度
に
す
れ

ば
耕
転
機
貸
別
が
%
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
暑
い
真
夏
の
国
の
草
取
り
を
解
消
し

た
ら
農
村
の
州
女
子
が
家
低
で
の
仕
明
、
子
供
の
こ
と
、
食
生
活
を
第

一
に
湾
え
る

や
う
に
し
、
そ
し
て
、
働
く
人
毎
に
白
任
の
あ
る
仕
事
を
叶
聞
し
た
ら
操
業
は
大
き

く
発
展
す
る
だ
ら
う
。

そ
こ
で
本
年
は
水
凹
除
混
合
政
策
で
防
除
し
て
手
取
り
作
栄
を
や
め
た
い
も
の
で

す
。
団
組
三
日
附
に
P
C
P
粉
剤
三
均
を
代
か
き
直
後
撒
布
す
る
と
、
神
等
の
雑
草

ー
ー
I
l
l
i－
－

－

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－－
J

は
国
随
後
二
週
間
位
生
え
る
の

一嫁
娘
液
※
※
※
獄
中
以
涼
涼
※
涼
涼
※
※
※
※
※
一
3

、

E

。

－J

M
R
一
カパ
Y
く
な
る
。

－ue
’

aM謝ヱ

山一－

且

貴

廿

且
F

h

f

《

智

巳

※
一

ニ
排
除
誌
の
時
に

B

P

A

ぬ

f

－
E
S
E
－

a

q

g－二
関
一

（
ベ
ス
コ
）
を

2
2
8

船
旅
阪
時
限
妓
wm※
wmmg以
来
ぬ
・
※
辺
市
※

m
gを
水
冗
斗
に
と
か
し
て
、
ニ

ー

l
i
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1i

四
l
u
を
か
け
る、

噴
湾
総
で

撒
布
す
る
、
次
に
三
帯
除
車
時
か
、
幼
恕
形
成
期
ま
で
に
、

M
C
P
又
は

二
四
l
D

を
撒
布
す
れ
ば
手
取
り
除
幕
の
必
嬰
が
な
い
ゃ
う
で
す
。

中
耕
は
分
襲
を
俳
進
す
る
と
か
肥
料
の
分
解
を
早
め
る
と
か
土
壊
の
有
機
ガ
ス
を

発
散
せ
し
め
て
発
育
を
早
め
る
と
一広
う
が
旧
干
を
す
れ
ば
中
耕
の
必
専
が
な
い
や
う

で
す。

巾
緋
よ
り
、
よ
い
怖
を
耐
え
れ
ば
刊
期
生
育
が
良
好
に
な
る
。

又
肥
料
に

p
c
p
令
混
合
し
た
、

p
c
p
以排除
、
p
c
p石
川
宝
紫
、
p
c
p憐

加
安
も
不
年
か
ら
問
先
さ
れ
ま
す。

何
れ
’h
肥
料
及
び
除
草
剤
と
し
γ
効
民
が
あ
る

や
う
で
す
が
、

止
決
条
件
に
よ
り
て
異
な
る
山
で
試
験
研
究
問
を
各
部
落
毎
に
設
置

す
る
子
定
で
す
。

畑
山
代
の
除
パ
ト
刑
に
つ
い

て
は

P
C
P
乳
剤
ジ

マ
ジ

ン
（
じ
A

I
）
、
ヵ
l
メ
ツ
タ
ス

〔P
じ
M
H
）
符
出
位
し
て
出
土

一
ロヨ

〈
大
豆
が
か
く
れ

る
利
此
｝
寸
れ
ば
党
午
に
文
附
な
く
雑
巾
が
バ
川
位
少
く
な
る
や
う
で
す
。

掃
柿
後
二
十
日
l
二
十
・
札
口
．
凶
十
点
繋
が
一－一
l
例
涜
則
に
、
ス
タ
ム
乳
剤

（υ

G
T

A
）
を

α
当
り
、

」ハ

O
g
を
水
七
切
に
と
か
し
て
的
引
旬
以
で
筒
代
の
上
か
ら
雑
草
に

か
け
る
と
小
さ
い
ぶ
な
ら
ニ
ー
さ
円
で
枯
れ
、
大
き
い
引
な
ら
五
l
七
日
で
か
れ
る

比
の
場
合
薄
レ
鴻
度
に
沖
．
意
し
て
雑
草
の
畏
商
に
ま
ん
べ
ん
に
附
着
す
る
や

i
に
撒

布
す
る
こ
と
で
す
。
除
草
剤
を
使
用
す
る
と
幾
分
分
襲
が
抑
制
さ
れ
る
が
分
襲
が
多

く
て
減
牧
す
る
此
の
・地
僚
の
稲
作
か
ら
見
て
決
し
て
減
収
に
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
ま
す

の
で
遅
出
来
す
る
水
回
以
外
は
良
い
簡
を
舶
え
て
農
薬
で
除
京
す
る
や
う
に
省
力
稲

作

り

を

し

た

い

も

の

で

す

。

（

朝

日

農

業

改

良

普

及

所

）

；

i
－
 

関
門

H

d

川
市
甲
山

一
一
一
月
四
日
〈
日
）
午
前

川

r
1
～
十
時
四
十
五
分
下
り
直
江

う
γ

津
行
列
車
が
ホ
l
ム
に
入

〈

九

っ
た
。
手
に
手
に
日
の
丸

昨
日
柿

V

を、

辿
背
標
旗
を
、
或
い

コ，
h

円

は
ノ
ボ
リ
を
持
っ
た
顔
が

諜
郡

山

一
茶
に
緊
張
す
る
。

F
B
V
周
囲
の
人
が
何
事
だ
ろ

一』

ん
う
と
見
て
い
る
。
来
た
ノ

f
t

v

一
組
の
小
柄
な
男
女
が
浅

。

山
県
い
削
酬
で
ニ
フ
ヲ
と
按
拶

’
J

～
し
た
。

4
p
d

間
過
い
な
い
、
み
ん
な

〉
H

拍
手
で
迎
え
る
。
き
れ
い

6
．

川

な
訪
問
滑
を
清
た
ニ
名
の

1
4
日．

女
子
間
口
の
手
か
ら
花
束

；
・

E

t

F

M

が
附
呈
さ
れ
る
。

h
q

川

某
新
聞
記
者
が
パ
チ
リ

パ
ナ
リ
：
：：
沖
制
研
修
生

歓
迎
の
駅
顕
ス
ナ
ヅ
プ
で

あ
る
。
（去
る
全
国
背
研
究
会
に
参
加
し
た

沖
縄
青
年
四
名
が
各
地
区
青
年
団
と
の
交

流
の
目
的
で
来
県
し
た
の
で、

当
朝
日
町

連
合
青
年
間
で
も
久
高
将
努
君

（
中
頭
郡

。早
く
日
本
へ
復
帰
し
た
い
。

朝
日
連
青
・
縄
沖
青
年
交
流
研
修
会

二
等
陸

・
海
・
空
士

自
衛
官
採
用
し
ま
す

①

応

募

資

格

年
令
十
八
才

t
二
十
五
才
未
満
男
子

①

受

付

朗

n町
役
場
叉
は
肉
術
隊
市
山
地
方
辿

給
部

①
試

験

簡
単
な
学
科
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体

検
査
を
行
い
一
日
で
終
り
ま
す
・

①
待
4
7

過

初
任
給
月
額
約
八
、
六

O
O円
、
衣
食

支
給
、
志
願
案
内
そ
の
他
く
わ
し
い
こ

と
は
役
場
穂
務
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

具
志
川
村
宵
年
迎
合
会
副
会
長
、
ニ
凶
才）

山
川
澄
子
さ
ん
（
同
部
北
谷
村
部内
年
連
合

会
理
事
、
二
一
才
）
の
二
名
を
招
い
て
交

流
研
修
会
を
持
っ
た
の
で
あ
る
・
）

駅
前
か
ら
日
の
丸
山乞
先
頭
に
会
場
〈
泊

公
民
館
）
に
向
か
っ
て
行
進
、
伝
令
が
す

ぐ
会
場
へ
と
ん
だ
。

避
し
と
持
ち
か
ま
え
て

い
た

七
校
下

（
合
宮
崎
青
年
会
）
の
団
員
五
六
名
が
研

修
生
を
迎
え
る
べ
く
会
場
前
に
整
列
、
一

行
到
治
、
絶
大
な
る
拍
手
で
こ
れ
を
迎
え

z，
 ．．
 十
一
時
三
十
分
間
会
式
、
川
げ
民
按
妙
、

「
こ
の
研
修
会
の
ス
ロ
ー
が
γ
は
我
ら
の

仲
間
と
誤
ろ
う
で
あ
る
」
こ
と
を
荒
川
川
次

い
で
教
育
長
、
公
民
館
長
の
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
く
。

山
川
さ
ん
開
口
一
帯
「
こ
ん
な
に
歓
迎

さ
れ
る
と
は
拶
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
本

当
に
回
喰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
の
丸

を
背
に
生
っ
た
の
は
は
じ
め
て
で
す
、
こ

（仲
間
を
か
こ
ん
で
〉

4
1

・nxuoIι

の
感
激
は

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
」

午
後
一
時
か
ら
は
各
種
団
体
長
を
交
え

て
の
、

沖
縄
の
社
会
情
勢
念
・
中
心
と
し
た

座
談
会
。

日
本
復
帰
と
民
政
の
窃
還
を
強

く
訴
え
ら
れ
る
．

確
か
に
孜
々
は
今
ま
で
沖
縄
問
題
を
他

人
の
い
ざ
と
ざ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
よ

う
で
あ
る
。
彼
等
の
パ
ス
ポ

ー
ト
に

は

「
本
国

ヘ
姉
悶
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
」

と
書
い
て
あ
る
。
む
づ
か
心
い
問
題
で
あ
h

る。

－

三
時
か
ら
泊
中
学
校
務
堂
で
高
島
副
回
日

長
を
リ
ー
ダ
ー
に
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
楽
一

し
む
。
み
ん
な
打
ち
と
け
て
い
か
に
J
h
楽
日

し
そ
う
だ
。

－

午
後
六
時
、
会
場
は
転
々
と
し
て
泊
第
一

一一
保
育
闘
で
A
U

M
料
辺
誠
習
会
を
行
い
、

－

全
員
で
会
食
．

一

七
時
三
十
分
役
場
銭
坊
に
て
生
の
理
事
一

校
下
団
長
会
を
聴
い
て
も
ら
う
・
続
い
て

一

朝
日
町
背
年
団
と
沖
制
背
年
団
の
活
動
実
一

雄
、
今
後
の
方
針
を
交
換
し
合
う
。

－

結
婚
改
善
の
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
・
一

沖
制
で
は
披
露
宴
に
は
四
百

t
六
百
人
も
－

招
待
す
る
が
、
人
々
が
心
か
ら
祝
福
し
て
－

く
れ
る
よ
う
な
結
婚
で
は
な

い
と
の
こ
－

と
。
い
ず
こ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
由

る。

－

九
時
三
O
分
、
も
う
夜
も
巡
い
。
名
残
一

は
必
き
な
い
が
、
部
の
光
を
斉
唱
し
て
印
一

段
深
レ
交
流
研
修
会
の
幕
は
閉
じ
た。

－

沖
純
研
修
生
は
寺
崎
団
長
宅
に
宿
泊
す
一

る
・

－

明
け
て
三
月
五
日
、
朝
土
産
に
何
が
欲

．

し
い
と
き
い
た
所
、
日
の
丸
と
川
合
え
た
。

一
州
側
で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
ぬ
ら
し

い
。
泊
駅
に
は
比
送
り
の
問
貝
が
多
数
つ

め
か
け
る
。

八
時
一一一一
分
、
無
情
の
発
事
ベ
ル
は
手

を
振
っ
て
別
れ
を
恰
し
む
我
ら
の
仲
間
を

辿
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

久
高
有
も
山
川
さ
ん
も
、
き
っ
と
日
本

彼
帰
の
悲
願
を
増
々
強
く
胸
に
認
め
て
帰

っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。


